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1990 年には全世界で 130 万人だったが、2000 年には 210 万人、2017 年には 508 万人へと 4 倍近
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くあり 3）、ビッグ３と呼ばれるイギリスの高等教育専門誌 Times Higher Education （THE）の
「THE 世界大学ランキング」(Times Higher Education World University Rankings)　そしてイギ
リスの大学評価機関「クアクアレリ・シモンズ社 (Quacquarelli Symonds :QS)」の「QS 世界大
学ランキング」(QS World University Rankings) や上海交通大学の Academic Ranking of World 
Universities (ARWU) などが有名である。特に、「THE 世界大学ランキング」と「QS 世界大学ラ












の大学の競争力向上のため 2013 年に「日本再興戦略―Japan is back」を閣議決定した。政府は、「今












2．世界大学ランキングの上位 100 校－英語圏・欧米圏の大学が 8 割
　「THE 世界大学ランキング」は「教育」「研究」「被引用論文」「国際性」「産業界からの収入」
という５つの評価項目を設け、「教育」「研究」「被引用論文」に 30 パーセント、「国際性」に 7.5 パー
セントそして「産業界からの収入」に 2.5 パーセントを比率として割り当て、その総合評価によっ
て大学のランキングを決定している 6）。「THE 世界大学ランキング」の 2019 年度の詳細はホーム
ページから確認できるが、1 位はオックスフォード大学、2 位はケンブリッジ大学でトップ 10 に




　「THE 世界大学ランキング」の上位 10 校に関しては既述したようにアメリカ、イギリスの大学
が独占しており、表１を見れば分かるように、上位 20 校ではアメリカが 15 校、イギリスが 4 校
と英米が圧倒しており、上位 100 校に関してもアメリカが 41 校、イギリスは 11 校、カナダは５校、
オーストラリアは６校でこの英語圏４か国で 63 校がランクインしており、全体の６割強を占めて
いる。これにヨーロッパの大学を加えると 88 校になり、全体の 8 割以上が英語圏・欧米圏の大学
となる。
表１　2019 年　「THE 世界大学ランキング」　ランクイン数
＊ 53 位が 2 校、59 位が 3 校という順位になっている。
＊＊ 90 位が 3 校ある。
資料：The Times Higher Education World University Rankings 2019
(https://www.timeshighereducation.com/world-university-rankings/2019/world-ranking) より筆者作成
順 位 国名・地域ランクイン数
アメリカ イギリス カナダ オーストラリア 欧州 その他
１−１０ 7 3 0 0 0 0
１１−２０ 8 1 0 0 1 0
２１−３０ 5 2 1 0 0 2
３１−４０ 2 1 1 1 3 2
４１−５０ 2 0 1 1 4 2
５１−６０＊ 5 1 0 1 2 2
６２−７０ 2 0 0 1 4 2
７１−８０ 3 2 1 0 4 0
８１−９０＊＊ 4 0 1 1 5 1
９3−１００ 3 1 0 1 2 1
合 計 41 11 5 6 25 12
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　また、「QS 世界大学ランキング」も同様の分析をすると以下のような結果となり、「THE 世界
大学ランキング」と同様アメリカ 31 校、イギリスは 18 校、カナダは 3 校、オーストラリアは 7 校 , 
ニュージーランド 1 校（85 位にオークランド大学が入っている）で、これらの英語を母語とする
５か国で 60 校となり、全体の６割を占めている。また、これにヨーロッパの大学を加えると 75
校となり「THE 世界大学ランキング」と同様に英語圏・欧米圏の大学が圧倒的優位なっている（表
2 参照）。
表 2　2019 年度「QS 世界大学ランキング」ランクイン数
資料：QS World  University Rankings 2019
(https://www.topuniversities.com/university-rankings/world-university-rankings/2020) より筆者作成
順 位 国名・地域ランクイン数
アメリカ イギリス カナダ オーストラリア 欧州 その他
１−１０ 5 4 0 0 1 0
１１−２０ 6 1 0 0 0 3
２１−３０ 3 1 1 1 1 3
３１−４０ 2 2 1 1 0 4
４１−５０ 3 0 1 3 1 2
５１−６０ 2 2 0 1 2 3
６1 −７０ 3 1 0 0 4 2
７１−８０ 1 3 0 0 3 3
８１−９０ 3 1 0 0 1 5
９1−１００ 3 3 0 1 2 1














　日本の大学で上位 100 校にランクインしたのは 42 位の東京大学と 65 位の京都大学のみである
が、表 3 を見れば分かるように、両校とも「被引用論文数」「国際性」の２項目の評価で上位の
大学との差が大きいことがわかる。例えば、１位のオックスフォード大学、２位のケンブリッジ
大学の「被引用論文」のスコアはそれぞれ 99.1、97.1 と高評価であるのに対し、東京大学は 61.3、
京都大学は 55.0 と低評価であり、30 ポイント以上の差がついており、「国際性」評価に至っては、
オックスフォード大学、ケンブリッジ大学が 96.3、94.3 であるのに対し、東大、京大は 35.9、31.1
と著しく低スコアであり、60 ポイント以上の差がついている。特に、この 2 つの評価項目におい
て日本の大学のスコアが低く、ランキング上位に入れない大きな要因だと判断できる。
表 3　THE 世界大学ランキングの各評価スコア









1 オックスフォード⼤学 イギリス 96.0 91.8 99.5 99.1 67.0 96.3
2 ケンブリッジ⼤学 イギリス 94.8 92.1 98.8 97.1 52.9 94.3
3 スタンフォード⼤学 アメリカ 94.7 93.6 96.8 99.9 64.6 79.3




82.4 77.3 88.8 78.9 67.6 95.5
31 北京⼤学 中国 79.3 88.8 80.4 76.7 48.3 57.5
36 ⾹港⼤学 ⾹港 76.3 72.6 78.4 73.7 56.5 99.7
42 東京⼤学 ⽇本 74.1 84.0 87.2 61.3 67.2 35.9
65 京都⼤学 ⽇本 67.3 75.9 77.5 55.0 95.6 31.1
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　以上、「被引用論文数」と「国際性」の 2 項目の評価において、オックスフォード大学など上位





















ロイター社が保有する社会科学分野の「the Social Science Citation Index(SSCI)」の社会学の項




　また、「Web of Science」 の人文学分野の 1,700 余りの学術誌のうち、日本の学術誌は 6 誌のみ



















































語圏・欧米圏の大学に有利な指標となっている。ユネスコによると 2017 年に約 530 万人の留学生
がいたが、1 位はアメリカ（約 98 万人）、2 位はイギリス（約 43 万人）、3 位はオーストラリア（約







































ずか 2.01 人（2018 年）だが、アメリカでは 5.25 人 (2015 年）、イギリスでは 4.86 人（2016 年）、
フランスでは 9.41 人（2016 年）、ドイツでは 12.39 人（2016 年）と極めて高く、大学院生数にな





















⽇本 2018 25 万 4,013 ⼈ 2.01 9.8
アメリカ 2015 168 万 4,482 ⼈ 5.25 15.9
イギリス 2016 32 万 1,200 ⼈ 4.86 22.2
ドイツ 2016 102 万 2,208 ⼈ 12.39 57.3
フランス 2016 62 万 9,371 ⼈ 9.41 71.7 
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